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は

じ

め

に

今
年
は
広
島
ア
ジ
ア
競
技
大
会
の
た
め
、
各
国
の
選
手
団
、
大
会
関
係
者
、
応
援
団
な
ど
た
く
さ
ん

の
人
々
が
こ
の
広
島
の
地
ま
で
「
旅
」
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
現
代
で
は
遠
距
離
の
旅
も
交
通
手
段
の

発
達
に
よ
り
、
短
時
間
で
目
的
地
ま
で
た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
旅
は
、

中
世
に
比
べ
る
と
、
街
道
や
宿
駅
の
整
備
に
よ
り
比
較
的
快
適
に
、
そ
し
て
安
全
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

そ
れ
で
も
自
ら
の
足
を
頼
り
に
す
る
旅
は
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

生
涯
を
通
じ
て
旅
に
明
け
暮
れ
た
俳
人
、
松
尾
芭
蕉
は
、
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
百
年
前
の
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）
五
月
、
江
戸
か
ら
最
後
の
旅
に
出
て
、
そ
の
途
中
、「
旅
に
病
で
夢
は
枯
野
を
か
け
廻
る
」

と
い
う
辞
世
の
句
を
残
し
、
十
月
に
大
坂
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

芭
蕉
の
名
前
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
江
戸
時
代
は
旅
が
大
衆
化
し
た
時
代
で
し
た
。
西
国
街
道

（
山
陽
道
）
を
は
じ
め
と
す
る
芸
備
の
往
還
に
は
、
参
勤
交
代
の
大
名
か
ら
、
寺
社
参
詣
や
名
所
見
物

な
ど
を
目
的
と
す
る
庶
民
の
老
若
男
女
ま
で
が
往
来
し
ま
し
た
。
庶
民
に
と
っ
て
旅
と
は
、
日
常
的
な

生
産
活
動
や
、
人
間
関
係
か
ら
の
脱
出
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
し
た
が
、
太
平
の
時
代
に
あ
っ
て
そ
れ

だ
け
経
済
的
・
時
間
的
余
裕
が
生
ま
れ
た
証
拠
と
も
い
え
ま
す
。
現
代
と
の
共
通
性
を
そ
こ
に
見
い
だ

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

県
立
文
書
館
で
収
蔵
し
て
い
る
古
文
書
の
中
に
は
、
江
戸
時
代
に
生
き
た
人
々
の
旅
に
関
す
る
資
料

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
収
蔵
文
書
展
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
通
し
て
、
江
戸
時
代
の
旅
の
様

子
や
、
芸
備
の
西
国
街
道
の
宿
駅
の
様
子
に
触
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

表紙写真 僧似雲
じうん

画像　年不詳

僧似雲（1673～1753）は、広島城下町塚本町の酒造家に生まれたが、出家して上京し、二条

派の歌人武者小路実陰に師事して和歌を学び、専門歌人となった。平安末期の旅の歌人西行法

師に深く私淑した似雲は、その足跡を訪ねて吟遊し、数多くのすぐれた作品を残し、「今西行」

と称せられた。
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一
　
旅
へ
の
い
ざ
な
い

「
旅
は
道
連
れ
、
世
は
情
け
」「
可
愛
い
子
に
は
旅
を

さ
せ
よ
」「
旅
の
恥
は
か
き
捨
て
」、
江
戸
時
代
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
旅
に
ち
な
む
諺
が
生
ま
れ
た
。
江
戸
時
代
は

そ
れ
ほ
ど
旅
が
庶
民
の
も
の
と
な
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
「
お
陰か

げ

参

り
」
に
、
伊
勢
神
宮
に
参
詣
し
た
人
は
五
百
万
人
近
く

に
及
ぶ
と
い
う
。
当
時
の
日
本
人
の
六
人
に
一
人
が
旅

に
出
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
旅
が
大
衆
化
し
た
原
因
と
し
て
、
1
農

業
技
術
の
進
展
に
よ
り
生
産
力
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

庶
民
の
生
活
水
準
が
向
上
し
、
生
活
に
余
裕
の
あ
る
庶

民
が
増
加
し
た
こ
と
、
2
庶
民
が
、
窮
屈
な
封
建
的
な

諸
規
制
か
ら
逃
れ
出
る
手
段
と
し
て
旅
を
希
求
し
た
こ

と
、
3
街
道
や
宿
屋
、
乗
り
物
な
ど
の
交
通
環
境
が
改

善
さ
れ
、
比
較
的
安
全
か
つ
快
適
に
旅
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
中
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、
増
加
す
る
一
方
の

旅
行
者
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、

あ
る
い
は
、
紀
行
文
学
な
ど
の
出
版
物
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と

江
戸
や
大
坂
の
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
十じ

つ

返
舎
一

ぺ
ん
し
ゃ
い
っ

九く

の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
は
一
躍
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
り
、
一
連
の
膝
栗
毛
も
の
が
世
に
送
り
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
生
活
か
ら
の
解
放
を
夢
見
る
庶

民
は
そ
れ
ら
を
ひ
も
解
き
な
が
ら
、
自
ら
の
旅
立
ち
の

日
を
夢
見
た
に
違
い
な
い
。

1 名所図会の数々（『東海道名物図会』）

▲

江
戸
時
代
後
期
以
降
、
旅
行
が
庶
民
の
も
の
と
な
る

に
つ
れ
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
『
都
名
所
図
会
』

を
嚆こ

う

矢し

と
し
て
、
地
域
別
・
方
面
別
に
、
寺
社
・
名
所

旧
跡
の
由
緒
来
歴
、
宿
場
の
現
況
、
各
地
の
伝
説
・
名

産
、
関
係
の
古
歌
な
ど
を
、
挿
絵
入
り
で
記
し
た
案
内

記
、「
名
所
図
会
」
が
次
々
と
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は

い
ず
れ
も
、
旅
行
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
当
時
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。
挿
絵
は
、
鑑
賞
用
と
し
て
も

見
ら
れ
る
が
、
俯
瞰
的
な
構
図
は
地
理
的
な
案
内
図
と

も
な
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

5 道中独
ひとり

案内図 寛政 8年（1796）
江戸から上方にかけての各街道をのせたコンパクトな道中図である。紙面の余白を極度に利用しようとし
たため、宿場間の里程は記されているものの、道は曲がりくねり、方向や距離感などは全く無視されてい
る。これでは、地図というよりもむしろダイアグラムのようである。
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二
　
諸
国
へ
の
旅
立
ち

民
衆
が
気
儘
な
旅
立
ち
を
望
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

幕
府
や
藩
が
、
生
産
活
動
を
中
断
し
、
大
い
な
る
浪
費

を
と
も
な
う
旅
を
簡
単
に
許
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

広
島
藩
で
も
正
当
な
理
由
の
な
い
庶
民
の
旅
行
を
堅
く

禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
生
涯
に
一
度
は
と
い
う
伊

塾
詣
で
や
、
本
山
参
り
な
ど
の
寺
社
参
詣
、
温
泉
な
ど
の

医
療
、
あ
る
い
は
行
商
な
ど
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
る

た
め
の
旅
を
無
理
に
押
し
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
民
衆
は
こ
れ
ら
社
寺
参
詣
な
ど
を
名
目
と
し
な
が

ら
物
見
遊
山
の
旅
に
出
た
の
で
あ
る
。

旅
行
者
が
残
し
た
往
来
手
形
や
「
道
中
記
」
な
ど
に

よ
っ
て
、
当
時
の
旅
の
目
的
や
ル
ー
ト
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
広
島
か
ら
も
手
近
な
金
毘
羅
宮
参
詣
や
、
伊

勢
参
詣
を
め
ざ
す
旅
人
は
多
い
が
、
特
に
目
立
つ
の
は

京
都
本
願
寺
参
詣
で
あ
る
。
安
芸
国
に
は
浄
土
真
宗
門

徒
が
多
く
、
本
山
の
本
願
寺
へ
参
詣
す
る
の
は
な
か
ば

信
仰
的
な
義
務
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

広
島
の
旅
人
も
、
参
詣
が
終
わ
る
と
、
多
く
は
京
都
・

奈
良
・
上
方
の
名
所
を
廻
っ
て
帰
途
に
つ
い
た
。
し
か

し
、
裕
福
な
町
人
の
中
に
は
、
海
田
市
の
神じ

ん

保ぽ

屋
八
郎
太

ら
の
よ
う
に
、
奥
州
松
島
ま
で
足
を
の
ば
し
一
六
一
日

間
を
費
や
し
た
旅
も
あ
る
。
八
郎
太
の
場
合
、
ま
さ
に

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
旅
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
「
道

中
安
楽
記
」
か
ら
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

10 抜参り等他国出の禁令 嘉永 6年（1853）

▲

広
島
藩
で
は
、
商
用
や
出
稼
ぎ
以
外
の
物
見
遊
山
の

旅
を
、
毎
年
の
よ
う
に
厳
し
く
戒
め
て
い
る
。
し
か
し

実
際
に
は
、
抜ぬ

け

参
り
（
往
来
手
形
も
持
た
ず
無
断
で
参
詣

す
る
）
は
咎
め
ら
れ
ず
、
ま
た
止
む
を
得
な
い
事
情
の

旅
で
あ
れ
ば
寛
大
に
扱
わ
れ
た
。
庶
民
は
社
寺
参
詣
な

ど
を
名
目
と
し
て
、
娯
楽
目
的
の
旅
に
出
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
嘉
永
六
年
に
出
さ
れ
た
旅
行
禁
令
で
あ
る
。

こ
の
年
は
京
都
本
願
寺
で
法
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
理
由

に
多
数
の
参
列
者
が
出
る
こ
と
を
恐
れ
た
広
島
藩
が
、

先
手
を
打
っ
て
禁
令
を
発
し
た
の
で
あ
る
。

広
島
藩
で
は
、
村
役
人
に
命
じ
て
毎
年
暮
れ
に
、
そ

の
年
、
抜
参
り
・
四
国
遍へ

ん

路ろ

・
諸
か
せ
ぎ
に
、
村
か
ら
他

国
へ
出
た
者
と
帰
っ
て
き
た
者
の
人
数
を
と
り
ま
と
め

て
報
告
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
文
書
は
、
文
化
二
年
の
賀

茂
郡
白
市
村
の
事
例
で
あ
る
。
こ
の
一
年
間
だ
け
で
白

市
村
か
ら
他
国
へ
出
た
人
数
は
三
九
人
に
の
ぼ
り
、
そ

の
内
二
名
が
帰
村
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
享
和
元
年
か

ら
文
化
元
年
の
四
年
間
で
、
四
人
の
村
人
が
帰
っ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

▲

11 他国出帰り人数調査 文化 3年（1806）
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13 往来手形 明治 2年（1869）

▲

江
戸
時
代
、
庶
民
が
旅
行
す
る
場
合
、
本
人
の
名
前
・

居
村
名
・
行
先
・
目
的
・
宗
旨
な
ど
を
記
し
た
往
来
手

形
と
い
う
身
分
証
明
書
を
必
ず
携
帯
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
持
つ
者
だ
け
が
正
規
の
旅
行
者
と

し
て
、
関
所
の
通
行
や
宿
泊
の
便
宜
な
ど
保
護
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
旅
に
出
よ

う
と
す
る
者
は
、
旦
那
寺
ま
た
は
庄
屋
に
頼
ん
で
往
来

手
形
を
発
行
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
は
、
京
都
本
願
寺
参
詣
に
出
た
喜
蔵
ら
の
往
来

手
形
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
門
徒
の
多
い
安
芸
国
で
は
、
一

生
に
何
度
も
本
山
詣
で
を
す
る
篤
信
者
も
あ
っ
た
。

こ
の
年
、
西
国
街
道
海
田
市
の
商
人
神
保
屋
（
千
葉
）

八
郎
太
と
そ
の
分
家
の
恭
平
は
、
四
国
の
道
後
を
皮
切

り
に
、
奥
州
松
島
ま
で
足
を
の
ば
す
遠
出
の
旅
に
出
た
。

そ
の
日
程
は
一
六
一
日
間
に
も
及
ぶ
。
大
坂
以
東
は
、
殆

ど
が
自
ら
の
足
が
頼
り
の
旅
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
そ
の
道
中
日
記
で
あ
る
。
裕
福
な
町
人
で
あ

る
二
人
は
、
天
保
飢
饉
も
ま
だ
醒
め
や
ら
ぬ
騒
然
と
し

た
情
勢
の
中
を
、
名
所
・
旧
跡
の
見
物
や
寺
社
参
詣
に

と
ど
ま
ら
ず
、
温
泉
で
は
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
、
各
地

で
名
物
料
理
を
食
し
、
実
に
気
儘
な
旅
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
。

▲

15 道中安楽記 天保 9年（1838）

卍

卍

卍

卍

卍

海
田
市

道
後

三
津
浜 多

度
津
金
毘
羅

明
石

∴
天
保
山
大
坂

宇
治
平
等
院

∴
島
原

京
都

閏

∴

竹
生
島

賤
ヶ
岳
∴

閏

金
沢

浜
松

魚
津

∴
親
不
知

糸
魚
川今

町

柏
崎

仙
台∴

松
島

∴
金
華
山

今
市

土
浦

香
取
神
宮

成
田
不
動

太
田

妙
義
権
現

∴
江
ノ
島

沼
津

江
尻

∴
三
保
の
松
原

久
能
山
東
照
宮

∴彦根城

長浜

∴名古屋城

宮

伊勢神宮
山田

閏 府中
永平寺

閏 三国

吉崎御坊

山中湯・山代湯

閏

閏

閏
閏 閏

閏 長岡

善光寺

新潟

∴亀田の七不思議

白河

阿久津

日光東照宮

∴筑波山

鹿島神宮

江戸

高崎

∴碓氷峠

鎌倉
∴大仏

∴
箱根山

身延山

3 / 23
8 / 8

3 / 24

4 / 21 4 / 27

4 / 29
8 / 1

4 / 7
7 / 28

4 / 13

7 / 19

7 / 24

4 / 16

4 / 18

7 / 17

4 / 22

4 / 24

4 / 26 4 / 27
5 / 6 5 / 5

4 / 28

4 / 29

5 / 8

5 / 1
5 / 26
5 / 21

5 / 22

5 / 17

6 / 75 / 14

6 / 9
6 / 14

5 / 12

5 / 11

7 / 9

7 / 11
7 / 13

神保屋八郎太らの旅ルート　天保　年9
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17 伊勢参宮道中并びに帰国船中入用控 天保 7年（1836）
▲

こ
れ
は
、
神
保
屋
八
郎
太
が
伊
勢
参
宮
旅
行
の
費
用

を
記
し
た
帳
簿
で
あ
る
。
一
七
日
間
で
要
し
た
宿
泊
費

や
川
渡
し
、
買
物
代
、
帰
国
船
中
入
用
（
船
賃
は
含
ま
ず
）

の
総
計
は
十
両
一
歩
一
朱
余
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時

の
大
工
の
日
当
約
一
五
〇
日
分
に
当
た
る
。
ま
た
、
江

戸
の
女
中
の
給
金
が
一
年
で
一
両
半
で
あ
る
こ
と
か
ら

し
て
も
、
大
変
な
出
費
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
伊
勢
や
畿
内
の
寺
社
以
外
で

全
国
的
に
庶
民
の
人
気
の
的
に
な
っ
た
の
が
、
信
州
善

光
寺
参
り
と
四
国
讃
岐
の
金
毘
羅
参
り
で
あ
る
。
金
毘

羅
宮
（
金
刀
比
羅
宮
）
は
、
室
町
時
代
ご
ろ
か
ら
、
航

海
安
全
の
守
り
神
と
し
て
地
域
的
な
信
仰
を
集
め
た
が
、

江
戸
時
代
、
西
廻
り
海
運
で
北
前
船
の
活
動
が
盛
ん
に

な
る
に
つ
れ
、
船
頭
や
漁
民
を
中
心
に
急
速
に
信
仰
が

広
ま
り
、
遠
く
か
ら
も
多
数
の
参
詣
客
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
尾
道
の
商
人
渋
谷
与
兵
衛
が
、
金
毘
羅
宮

に
参
詣
す
る
に
あ
た
っ
て
町
年
寄
に
提
出
し
た
届
で
あ

る
。
金
毘
羅
宮
が
、
早
く
か
ら
、
北
前
船
な
ど
の
重
要

な
寄
港
地
と
し
て
発
展
し
た
尾
道
の
商
人
の
信
仰
を
集

め
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

▲

22 こんぴらさま参詣につき届
明暦 4年（1658）

27 摂州有馬へ入湯願書 年不詳

▲

山
県
郡
溝
口
村
な
ど
三
か
村
の
庄
屋
を
兼
任
す
る
八

左
衛
門
が
、
有
馬
温
泉
へ
湯
治
に
出
掛
け
る
に
際
し
て
、

割
庄
屋
を
通
じ
て
山
県
郡
役
所
へ
差
し
出
し
た
願
書
で

あ
る
。
当
時
、
湯
治
に
か
こ
つ
け
遊
山
の
旅
に
出
る
者

も
多
く
、
藩
は
そ
れ
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。
八
左

衛
門
は
、
往
来
も
含
め
て
五
〇
日
間
の
日
程
で
願
い
出
て

い
る
。
願
書
の
裏
書
は
山
県
郡
代
官
の
許
可
書
と
な
っ

て
お
り
、
出
発
と
帰
国
の
日
を
届
け
出
る
よ
う
に
命
じ

て
い
る
。
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三
　
旅
の
危
難

関
銭
（
交
通
税
）
の
徴
収
や
山
賊
の
横
行
、
あ
る
い

は
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
、
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た

中
世
の
旅
に
比
べ
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
旅
は
快
適
で
安

全
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
歩
行
に
よ
る
長
旅
は

体
力
を
消
耗
さ
せ
、
道
中
で
病
に
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
異

郷
の
地
で
果
て
る
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
一
度
旅
先

で
発
病
す
る
と
、
医
師
は
呼
ん
で
も
ら
え
て
も
充
分
な

手
当
て
が
な
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
あ
る
。

道
中
で
病
気
の
た
め
歩
行
が
困
難
に
な
る
と
、
病
人

は
旅
先
の
村
役
人
に
頼
ん
で
「
送
り
状
」
を
発
行
し
て

も
ら
い
、
郷
里
の
村
ま
で
村
継
送
り
に
よ
っ
て
帰
さ
れ

る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
不
幸
に
し
て
一
人

旅
で
旅
先
で
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
往
来
手
形
に
書
か

れ
て
い
る
通
り
、
そ
の
地
の
村
役
人
に
よ
っ
て
埋
葬
さ

れ
た
。
家
族
に
通
報
さ
れ
て
も
、
遺
骨
を
引
き
取
り
に

来
る
に
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
、
結
局
は
他
国
の
土
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

30 てる播州にて死去注進書 年不詳
旅に出たのは裕福な人々だけではなかった。この文書に登場する女性 2人は、浮過（耕地をもた

ない小作・賃稼ぎ）の未亡人という不遇な境涯にあったが、篤い信仰心から、京都本願寺へ抜参り
の旅に出た。 2人は、途中喜捨を受けながら旅を続け参詣を果たしたが、 1人は帰途播州姫路領福
居村でついに亡くなった。

34 病人喜蔵送り状 明治 3年（1870）

▲

13
の
往
来
手
形
を
持
参
し
、
西
本
願
寺
参
詣
に
出
掛

け
た
世
羅
郡
敷
名
村
の
喜
蔵
親
子
三
人
は
、
無
事
に
参

詣
を
終
え
帰
途
に
つ
い
た
が
、
郷
里
ま
で
あ
と
一
歩
と

い
う
三
上
郡
庄
原
村
で
喜
蔵
が
病
気
と
な
り
、
歩
け
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
場
合
、
そ
の
地
の
村
役
人

に
申
し
出
れ
ば
、「
送
り
状
」
が
発
行
さ
れ
、
馬
で
郷
里

の
村
ま
で
次
々
と
順
送
り
（
村
継
送
り
）
で
帰
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
れ
は
、
庄
原
村
役
人
が
、
喜
蔵
を
郷
里
の
村
へ
送

り
出
す
に
あ
た
っ
て
、
順
路
の
村
役
人
に
宛
て
て
作
成

し
た
「
送
り
状
」
で
あ
る
。
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四
　
芸
備
の
道
中

西
国
街
道
（
山
陽
道
）
な
ど
芸
備
両
国
の
街
道
・
往

還
は
、
参
勤
交
代
の
西
国
諸
大
名
や
そ
の
家
臣
、
長
崎

奉
行
を
初
め
と
す
る
幕
府
役
人
、
ま
た
庶
民
往
来
の
交

通
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
西
国
街
道
に

は
、
二
〜
五
里
余
ご
と
に
、
広
島
藩
領
で
は
玖
波
・
廿
日

市
・
広
島
・
海
田
市
・
四
日
市
・
本
郷
・
三
原
・
尾
道
の

八
か
所
、
福
山
藩
領
で
は
高
屋
（
の
ち
天
領
と
な
る
）・

神
辺
・
今
津
の
三
か
所
、
計
十
一
か
所
の
宿
駅
が
設
定

さ
れ
て
い
た
。
宿
駅
は
、
諸
大
名
や
幕
府
役
人
等
が
公

用
で
通
行
す
る
に
際
し
て
、
人
馬
の
継
立
て
や
旅
宿
・

飛
脚
等
の
用
立
て
を
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
宿
駅
に
は
参
勤
大
名
や
幕
府
役
人
等
の
宿
泊
所
と

な
る
本
陣
（
広
島
藩
の
場
合
、
賓
客
を
接
待
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
御
茶
屋
が
本
陣
に
転
用
さ
れ
た
場
合
が

多
い
）・
脇
本
陣
が
設
け
ら
れ
た
が
、
旅
が
大
衆
化
す
る

に
つ
れ
て
、
庶
民
の
旅
宿
に
あ
て
ら
れ
る
町
家
も
増
し
、

旅
籠

は
た
ご

や
木
賃
宿
も
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
と
と
も

に
街
道
沿
い
に
は
、
一
里
塚
や
、
旅
人
が
休
息
す
る
た

め
の
並
木
や
茶
屋
な
ど
の
整
備
も
計
ら
れ
て
い
っ
た
。

東
国
の
旅
人
が
、
伊
勢
や
金
毘
羅
参
詣
を
終
え
、
最

後
に
訪
れ
る
の
は
、
日
本
三
景
に
も
数
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
厳
島
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
旅

行
者
の
た
め
の
厳
島
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
な
性
格
を
持

つ
刊
行
物
も
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。

39 御通行休泊扣帖 天保10年（1839）
海田市宿で、幕府の書状や荷物を継送る天下送り役を勤めていた神保屋では、上級武士の宿泊も引き受

けていた。これは、同家に休泊した武家の収支などを記録した帳簿である。たとえば、天保10年 8月20
日には長州藩士竹内大左衛門以下27人が宿泊している。この宿代（ 1泊 2食）は 1人につき170文および
135文で、酒代や祝儀金を含め332匁余の収入である。一方米代などの支出は174匁余で、差引157匁余の
利益となっている。

40 四日市駅御伝
てん

馬
ま

算用約
つづめ

帖 文久 3年（1863）
伝馬役とは、宿駅が人馬を準備して、幕府や諸藩の公用旅行者や荷物を次の駅まで継送ることで、歩行

役（人足）と馬役があり宿駅の重要な任務の一つであった。西国街道を往来する公用旅行者は年々増大す
る傾向にあり、宿駅や近辺の助郷村の負担は重くなる一方であった。この文書によると、四日市駅は年間
1,241疋の馬を提供していることがわかる。
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44 四日市御茶屋略図 年不詳

▲

こ
れ
は
、
四
日
市
駅
で
本
陣
に
あ
て
ら
れ
た
御
茶
屋

の
見
取
り
図
で
あ
る
。
敷
地
は
東
西
三
八
間
（
約
六
九

メ
ー
ト
ル
）、
南
北
三
六
間
（
六
五
メ
ー
ト
ル
）
で
、
四

方
を
築
地
で
囲
ま
れ
、
築
地
外
の
四
隅
と
築
地
内
に
は

番
所
が
あ
る
。
建
物
は
中
央
の
築
地
で
二
分
さ
れ
、
西

側
の
上
座
に
藩
主
の
寝
室
や
居
間
、
広
間
、
湯
殿
な
ど
が

あ
り
、
中
央
築
地
に
御
成
門
が
構
え
ら
れ
て
い
る
。
東

側
は
下
座
と
な
っ
て
お
り
、
従
者
の
控
間
や
料
理
方
の

間
や
台
所
な
ど
が
あ
る
。
総
部
屋
数
は
二
九
、
総
畳
数

は
二
一
四
畳
半
で
あ
る
。

作
者
、
橘
南
谿

な
ん
け
い

は
伊
勢
国
久
居
生
ま
れ
の
儒
医
。
天

明
年
間
に
、
西
は
九
州
か
ら
東
は
奥
羽
ま
で
全
国
を
漫

遊
し
て
歩
い
た
。
こ
の
一
大
旅
行
の
目
的
は
医
学
修
業

で
あ
っ
た
が
、
帰
京
後
、
見
聞
し
た
各
地
の
奇
談
や
珍

物
、
名
勝
旧
蹟
な
ど
を
も
と
に
、『
東
遊
記
』『
西
遊
記
』

を
記
述
、
寛
政
年
間
に
出
版
さ
れ
た
。
南
谿
は
『
西
遊

記
』
で
、
広
島
の
印
象
を
「
大
坂
よ
り
西
に
て
は
な
ら

ぶ
地
」
な
き
繁
華
美
麗
な
町
と
評
す
る
と
と
も
に
、
ぶ

た
が
京
の
犬
の
よ
う
に
、
家
の
軒
下
に
繁
殖
し
て
い
る

こ
と
を
驚
き
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
。

▲

47 西遊記 寛政 7年（1795）

50 滑稽道中宮島土産
みやげ

初編之拾遺 嘉永 7年（1854）

▲

作
者
は
、
広
島
生
ま
れ
、
大
坂
住
の
戯げ

作さ
く

者
十
方
舎

一
丸
。『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
十
返
舎
一
九
の
末
流
と

み
ら
れ
る
が
、
く
わ
し
い
事
跡
は
明
ら
か
で
な
い
。

主
人
公
は
、『
膝
栗
毛
』
の
弥
次
郎
兵
衛
の
甥
太
九
郎

兵
衛
と
、
北
八
の
同
腹
異
父
の
弟
鉄
七
で
、
二
人
が
宮

島
へ
参
詣
し
、
岩
国
へ
往
復
す
る
滑
稽
道
中
と
な
っ
て

い
る
。
宮
島
の
名
所
・
旧
跡
な
ど
を
廻
り
な
が
ら
、
宮

島
の
風
俗
や
名
物
、
方
言
ま
で
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
層
旅
行
案
内
的
な
性
格
を
持
た
せ
て
い
る
。
こ

の
初
編
拾
遺
は
、
二
人
が
二
編
の
途
中
で
宮
島
参
り
も

そ
こ
そ
こ
に
岩
国
へ
進
ん
だ
た
め
、
読
者
の
評
判
が
よ

く
な
く
、
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
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展示古文書一覧

一　旅へのいざない

1 名所図会の数々（東海道名所図会ほか） 平賀家

2 東海道中膝栗毛 文久 2 野坂家

3 慶応新版大日本行程大絵図 明治 9 千葉家

4 諸国順覧懐宝道中図鑑 文政 9 千葉家

5 道中独案内図 寛政 8 小野家

6 御参宮案内記写 宝暦 9 平賀家

7 西国三十三ヶ所巡礼道程絵図

文化 9 芸北町役場

8 浪花講定宿帳 年不詳 平賀家

9 関・京間の旅宿案内 年不詳 橋本家

二　諸国への旅立ち

10 抜参り等他国出の禁令（「御紙面類写」）

嘉永 5 竹内家

11 他国出帰り人数調査 文化 3 竹内家

12 往来手形 文政 7 中戸家

13 往来手形 明治 2 尼子家

14 往来手形 明治 2 小野家

15 道中安楽記 天保 9 千葉家

16 伊勢参道中雑記 天保 7 千葉家

17 伊勢参宮道中并びに帰国船中入用控

天保 7 千葉家

18 石州往来諸事扣帖 安政 4 千葉家

☆19 京都旅行覚書 宝暦 9 岩室家

☆20 京都旅行日記 年不詳 岩室家

21 京都地図 文化 7 芸北町役場

22 こんぴらさま参詣につき届 明暦 4 渋谷家

23 万延二酉春遊紀行 万延 2 竹内家

☆24 讃州紀行 安永 5 岩室家

☆25 讃州紀行詩 安永 5 岩室家

26 道後温泉由来書之抜書 文政 8 芸北町役場

27 摂州有馬へ入湯願書 年不詳 芸北町役場

三　旅の危難

28 道中往来につき触書 延享 4 山田家

29 幾蔵旅中死去埋葬につき証文 明治 3 尼子家

30 てる播州にて死去注進書 年不詳 芸北町役場

31 旅人相果て候刻取計方一巻控 文化11 竹内家

32 病人送り方作法 天明 6 有田家

33 病人喜蔵口上書 明治 3 尼子家

34 病人喜蔵送り状 明治 3 尼子家

35 村送り書継ぎ 明治 3 尼子家

36 病人無事帰国につき礼状と礼金目録
年不詳 小野家

四　芸備の道中

37 武家諸法度 延享 3 山田家

☆38 中国行程記（尾道・松永間） 宝暦年間
広島県立歴史博物館複製　萩市郷土博物館

☆39 御通行休泊扣帖 天保10 千葉家

40 四日市駅御伝馬算用約帖 文久 3 竹内家

41 御通行御用夫受合書 弘化 4 竹内家

42 四日市駅御仕向銀一件書附扣等写
寛政 8 竹内家

43 賀茂郡往還筋引捨絵図 慶応元 竹内家

44 四日市御茶屋略図 年不詳 竹内家

45 並木松惣辻 文化 9 竹内家

46 象止宿之刻御附廻り御衆中宿々賄料之帖

享保14 久枝家

47 西遊記 寛政 7 野坂家

48 広島町々道しるべ 元治元 中戸家

49 厳島道芝記 元禄10 野坂家

50 滑稽道中宮島土産初編之拾遺 嘉永 7 千葉家

写真パネル一覧

僧似雲画像 松井家文書

瀬野川の「迎えの松」 広島県立歴史博物館

石見・備後国境の道標

大野の街遣石畳 広島県立歴史博物館

参勤大名の入宿（「菅波信道一代記」）

菅波家文書　広島県立歴史博物館

信州下向の旅人（「菅波信道一代記」）

菅波家文書　広島県立歴史博物館

※　☆は借用文書です。貴重な文書及び写真を出陳いただいた所蔵者の皆様に心よりお礼申し上げ
ます。
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国
　
　
界

郡
　
　
界

西
国
街
道

脇
街
道

小
往
還

城
下
町

津
田

津
和

野

街

道

石見

街

道
出

雲

街
道

石

州銀

山道

石

見

街道

西城路

東

城

路

備

中
街

道

宮
島

中
山

海
田
市

御
手
洗

可
部

本
地

羽
倉

瀬
戸
田

今
津
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宇
津
戸

至
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小
畠

峰

小
奴
可

三
坂

横
谷

三
良
坂

小方
大竹

五日市
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三日市
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3 慶応新版大日本行程大絵図（部分）　明治 9年（1876）

43 賀茂郡往還筋引捨絵図（部分）　慶応元年（1865）
幕末の元治～慶応年間にかけて、西国街道を多数の幕府・諸藩兵士が通行し、各村に宿泊した。 2度に

わたる長州戦争のため広島に集結する兵士たちである。東は豊田郡境の新庄村から西は安芸郡境宗吉村ま
で、賀茂郡の西国街道筋が描かれたこの絵図は、第二次長州戦争のため広島に向かう幕府・諸藩の兵士が
宿営できる家数がどれくらいあるか調査する目的で作成された。

交通機関

たかの橋

国道２号線

日赤

広島

広

島

大

学

元

安

川

南
大
橋

Ｎ

県立文書館
（広島県情報プラザ）

広島

市役所

広
大
前

広
電
本
社
前

広
電
前

市
役
所
前

広
島
県
立
文
書

も
ん
じ
ょ

館
の
御
案
内

県
立
文
書
館
は
、
行
政
文
書
や
古
文
書
そ
の
他
の
記

録
な
ど
、
郷
土
広
島
に
関
す
る
貴
重
な
歴
史
資
料
を
収

集
、
保
存
し
、
そ
の
調
査
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
の
歴
史
資
料
を
県
民
の
皆
さ
ん
の
研
究
・
学
習
等

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
施
設
で
す
。

開
館
時
間
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◎
開
館
時
間

・
月
〜
金
曜
日
　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

・
土
曜
日
　
　
　
午
前
九
時
〜
正
午

◎
休
館
日

・
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
・
休
日

・
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）

〒
730

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
7
―
47

%
（
０
８
２
）
２
４
５
―
８
４
４
４

ＪＲ広島駅から
広島港行きバス……広電前下車徒歩 7分
宇品行き路面電車…広電本社前下車徒歩 7分
（紙屋町経由）

駐車場
情報プラザ内駐車場

有料

収蔵文書展　江戸の旅人たち
発行　平成 6年10月 編集・発行　広島県立文書館
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